
１． 重要な会計方針

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券…………償却原価法（定額法）によっている。

その他有価証券……時価のあるものは決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は正味財産増減と

　　　　　　　　　　　　して処理している）によっている。

⑵ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

総平均法による低価法

⑶ 固定資産の減価償却の方法

建物、建物附属設備及び備品　　法人税法の規定に基づく償却方法による。

⑷ 引当金の計上基準

退職給付引当金…職員の退職金支給に備えるため、退職手当規程に基づく当事業年度末の期末自己都合

退職要支給額を計上している。

⑸ 消費税の会計処理

消費税の会計処理は税抜方式によっている。

2. 基本財産・特定資産の増減額およびその残高

基本財産の増減額およびその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 30,000,000 0 0 30,000,000

投資有価証券 450,000,000 273,009,000 339,264,000 383,745,000

480,000,000 273,009,000 339,264,000 413,745,000

特定資産

なし 0 0 0 0

0 0 0 0

480,000,000 273,009,000 339,264,000 413,745,000

3. 基本財産および特定資産の財源等の内訳

基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産か

らの充当額）
（うち一般正味財産か

らの充当額）
（うち負債に
対応する額）

基本財産

定期預金 30,000,000 (0) (30,000,000) 0

投資有価証券 383,745,000 (0) (383,745,000) 0

413,745,000 (0) (413,745,000) (0)

特定資産

0 (0) (0) -

0 (0) (0) 0

413,745,000 (0) (413,745,000) 0

4. 担保に供している資産

なし

5. 固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。
（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 58,481,553 49,393,128 9,088,425

建物付属設備 20,391,206 14,865,161 5,526,045

什器備品 1,646,000 1,501,885 144,115

80,518,759 65,760,174 14,758,585

科    目

財務諸表に関する注記

科    目

小　　計

小　　計

合　　計

小　　計

小　　計

合　　計

科　 目

合　 計



6. 減損損失

以下の固定資産について平成24年度に減損損失を計上した。 （単位：円）

土地

東京都杉並区高円寺北2-21-5

評価金額の算定方法

　公示価額、近傍類地の売買実例をもとに算定した。

7. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 （単位：円）

前期末 当期増加 当期減少 当期末残高 備　 考

補助金

都民大会 東京都スポーツ協会 0 405,000 405,000 0

競技力向上 東京都スポーツ協会 0 5,314,307 5,314,307 0

ジュニア育成 東京都スポーツ協会 0 2,100,000 2,100,000 0

国スポ予選会支援費 東京都スポーツ協会 0 140,000 140,000 0

0 (7,959,307) (7,959,307) 0

助成金

高松宮賜杯 全日本軟式野球連盟 0 126,000 126,000 0

公認用具普及費 全日本軟式野球連盟 0 290,000 290,000 0

全日本少年春季大会 全日本軟式野球連盟 0 50,000 50,000 0

全日本学童東京都予選 全日本軟式野球連盟 0 766,600 766,600 0

高円宮賜杯全日本学童大会 全日本軟式野球連盟 0 3,000,000 3,000,000 0
ガスワンカップ東京都予選 関東軟式野球連盟連合会 0 100,000 100,000 0
ノーブルホームカップ東京都予選 関東軟式野球連盟連合会 0 250,000 250,000 0
アルファクラブ武蔵野東京都予選 関東軟式野球連盟連合会 0 50,000 50,000 0

キッズボールパーク 関東軟式野球連盟連合会 0 50,000 50,000 0

高松宮賜杯予選 関東軟式野球連盟連合会 0 50,000 50,000 0

0 (4,732,600) (4,732,600) 0

0 12,691,907 12,691,907 0

注：ジュニア特別強化事業用として交付を受けた補助金2,100千円は未使用であり、返還義務があるため仮受金として負債に計上している。

また、前期に仮受金として負債計上していたジュニア特別強化事業用2,100千円は、当期の事業の実施に伴い受取補助金として2,100千円を

計上している。

注：指導者育成・スポーツ専門人材活用事業用として交付を受けた補助金150千円は未使用であり、返還義務があるため仮受金として負債に計上している。

また、前期に仮受金として負債計上していた指導者育成・スポーツ専門人材活用事業用補助金150千円は、未使用のため返金している。

注：国スポ強化事業用として交付を受けた補助金1,931,700円は未使用であり、返還義務があるため仮受金として負債に計上している。

また、前期に仮受金として負債計上していた国体強化事業用1,578千円は、当期の事業の実施に伴い受取補助金として1,493,757円を

計上し、未使用額84,243円は返金している。

8. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、つぎのとおりである。 （単位：円）

経常収益への振替額 12,691,907

補助金及び助成金の当期における事業実施に伴う振替額

9. その他

所有権移転外ファイナンスリースについては、リース資産に重要性が乏しいと認められるため、オペレー

ティングリース取引の会計処理に準じて通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っている。

10. 資金運用方針の変更

当財団の公益目的事業及び法人運営の財源を確保するために保有している国債を、会費収入の減少、

物価高騰等による財政難に備え、基本財産を生かした資産運用を行うため、償還期限前に売却を行い、

長期的、安定的に運用益が得られる国債に買い替えた。この売却による正味財産増減影響額は

11,244,000円の減少である。

補助金等の名称 交付者

種　 類

場　 所

減損損失の金額 115,052,114

計

計

合　計

内　 訳 金　 額



２．附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

明細については、財務諸表に関する注記３．に記載している。

２．引当金の明細 （単位：円）

目的使用 その他

11,918,325 2,026,433 0 0 13,944,758

期末残高

退職給付引当金

附属明細書

科　 目 期首残高 当期増加
当期減少


